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前大会では、スポーツ臨床という広い樋野性について、そのうちの、なにがどのように

から､･カウンセリングとセラピーとを同時に
凸申I訂●■ ﾛ■

とりあげたが§演者諸氏と会員の協力によつ

て一応の成果を挙げながらも、

セラピーとして問題になるか」というとりあ

げかたを試みたい。一応、つぎのような問題

時間不足の恨が例になると思われる。

みを残した。今回は｢Iヌポ砦ツ・セラピー」1）精神障害者に対する作業療法は、今日
i ■ｩ

をめぐって、これと直接の関連をもつ、また多目的の必要に応じて分化しつつある◎

、

この

はとれの基礎となるような既成のセラピーをなかで、どこにスポーツセラピーが位置づけ
とりあげて、それらがスポーツセラピーを指られるか。

向する場合､･なにが期待され、，どのような問
■ ▲ ●

題があるかを探ることとなった。

2）凝固し、または固着した病態の「ゆさぶ

り」としてのセラピ:－を考えるとき、スポー
臨床的研究のいつもの例と同じく､スポーツセラピーとは一体なに力20
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ツセラピーも､･厳密な定義・定説は後にゆず3）ダンス・セラピーの現状からみて、スポ
卜 ■

られ、独り先進的な試みが各方面でなされて一ツセラピー当面の壁はなにか。

いるように思われる。この段階で、なんらか4）身体活動の面からみて、脳饒津に対す
の地がためと方向づけの椴会をもつことが必るリハピリテー

要ではなかろうか｡こんな問題意識がとのシツク技法はもスポーツセラピーになにを示唆

ンポジアムの出発点になっている。ととろで、するか。

これを具体化するために､なにをどのように本学会を員外で

企画したら よいか。。

、 各分野の臨床にたずさわ

っておられる各氏を招き、事例中心に、会員

今回は、「スポーツの多角的･多面的な特諸氏との活気ある論議を期待ずろ
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精神科医療における体育的働きかけ
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次第です。
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川越同仁会病院一宮祓子
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ようにとの司会者からのお申しつけでじたが、
｡ ■0

ジウムで、臨床箱神科医の立場から何か話す私の僅かばかりの経験にだけ頼って言うこと



する時に､･たしかな理論的基礎づけがないた

め、た淫経験を語ることしかできぬことに気

づいて焦だつわけです。そのために概念とか

方法論を何とか見い出して行こうとするので

すが、効をあせっての無理なこじつけはかえ

って方向をあやまらせましょう。

‘そこで糖神科オキュペーショナルセラピイ

の概略をお話ししながら、そのなかでの体育

的働きかけの役割りを考えて行きたいと思い

在す。また先にあげたさまざまな治療活動の

指導者として､夫をれの専門家がむかえられ

る様になり、最近では体育専門家がレク療法

士あるいはセラピストの資格で精神病院の治

療スタッフの一員.として加わりつふあります。

彼等は鋤の数ケ月を無我夢中で過し､その
う~ち次第に一体自らは何をやっているのだろ

う､自分のやっていることがたしかな成果を

かち得ているのであろうか、方法はとれでよ

いのかなどの惑いめ壁にぶつかり注す。

彼等は対患者で悪戦苦闘する他に、病院の

なかのセクト主義に困惑し、自分の行おうと

するととが何時も他の部門との兼ね合いや、

横槍、抗議で防害されると悩み、さらに、医

師と看護者でガツチリ固められているかにみ

える病院組織の中での自分の位腫づけにあせ

り萱す。現場の体育指導者達が現実に相遇す

るであろう共通の悩みと困難を、との機会に

話してみたいと思います。

最后に、糖神科患者を対象とする体育的働

きかけを､･身障者、他科疾患のリム､ピリテー

シ画ン、あるいは非行少年などの．スポーツ療

法と大同小異とうけとめる錯誤が世間一般に

はあるので、この機会にそれに．もふれておき

たいと思いきす。

を許されるならば､鞘神科医療の治療活動の

なかの体育は、凡そ噸スポーツ”とはその場

面も質も異ったものだと思いをす。

精神科医療の中に、スポーツセラピイと銘

うっものがあるかどうかは甚だ疑問ですb

私がたづさわっているのは､･精神嶽亮のな

かでの大勢の患者を対象とした医療ですが、

今日、糖神病院のなかには実にさまざまな治

療活動が雑多に盛り込浅れて鋤ます｡医師
・患者が一対一で行う個別の粕神療法､治療

者・患者集団で行なはれる集団精神療法、薬

物を中心とする身体療法、それにさ室琶蚕な

仕事と遊び、教育からある程度の職業割瞬玄

でが加わっています｡運動にしてもラジオ体

操のエうなごく基本的なものから鉄棒､平均

台マゥ・ﾄ運動、リズム体操ランニング、

ピンポン、バドミントン、ポ－ルを使う競技

（バレーボール・ドッヂボール・サッカー・

ソフトボールetc.）が一般に行なわれてい在

･すb患者はまた、絵を描き習字をならいコー

ラスをし楽器の合奏玄でしますがざこれらを

片っ端から絵画療法も音楽療法と名付けるこ

とは大いに危険です。患者の日常生活が豊か

で、いきいきとしていることこそが肝要なの
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で、そのためによりたくさんの活動が用意さえる病院組織の中での自分の位腫づけにあせ

れへ患者がそれに参加することが大事なのだb含す。現場の体育指導者達が現実に相遇す

と私は思い含す。これらはたしかに治療的行るであろう共通の悩みと困難を、との機会に

為ではあっても、いきなり錘何A療法”とい話してみたいと思います。

えるかどおか、患者の治療機軽あるいは治療最后に、糖神科患者を対象とする体育的働

にむか.うプロセスはこれらの活動が綜合されきかけを､･身障者、他科疾患のリム､ピリテ－

たダイナミ､クスの上に始ると私は解釈してお”シ画ン、あるいは非行少年などの．スポーツ療

り注すb~法と大同小異とうけとめる錯誤が世間一般に

しかし、此れ等の働きかけの臨床経験者達はあるので、この機会にそれに．もふれておき

は、自分達の治療的行為を他に説明しようとたいと思いきす。

シンポジアム

肢姫F自由者の動f乍トレーニングにづﾊて
‘群馬大学・木村験

一般にスポーツが、普通の肢体の持主に新いる。ここでとりあげるテーマは、本来、普

しい動作パターンを学習させず狸得させる卜通人にとっては、長い発達と学習過程をへて、

レーニングを必要とすることは主〈知られて自然に備わっている動作が､心身の障害にエ

、
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’もともとそなわっていないか；あるいは喪れる°

失した人たちに､必要な動作ﾉ珍一ﾝを学習（1）異常緊張(2)異常姿勢(3)不随意な過剰
させ､:漉得させるトレーニングについてであ動作(4)反目的動作.(5)パラシスをとるたあ

、＃:雪A､！．・

る 。 ； の 過 剰 動 作

すな;わち、リハピリテーシ画ンを目ざすとこれは､たとえば初心者赤スキーかスケー

ころの､動作トレーニングである。卜をはじめて学習ずろ際織生ずるものと考
わたしたちは、そのうちでも、脳の傷害にえられる。・・

よる肢体不自由者に対して､心理学的立場か‘:われわれは、これに対し､つぎのような手
ら､その動作コントロールと新しい動作の猿・順で動作ﾄﾚー ﾆﾝグを行う。

得について、一連の研究をここ数年来すすめ(1)弛緩の仕方の学習(2)緊張と弛緩の分化

てきた。､(3嗅常緊張から錨度緊張への学習(4)単位動
たとえば、脳性マヒ者（以下CPと略称〃作の学習(5)基本動作の学習(6)目的動作の．

にとって、われわれが日常何でもなく遂行じ’；学習↓

ている動作が、きわめて困難である。たとえ言“さらにこれを促進する技法とLft(,)異常
ば、コップで水をの趣というごく単純な動，姿勢の矯正一(2)反目的動作のブロック(3)言

.，．.）.

作をあるCPの少女が行うとき、注ず彼女の語による有効動作の強化(4)言語による動機

首はコップと反対の方向に不随意な運動を起‘うけの促進、などが行われる。‐、

し、右上肢は後方へ掌のひらをねぢるように‐わたした噂は一昨年から、この動作ドレー

上をむけてそらし、左上肢は､いちじるしい］ニングを一週間の合宿方式による集中訓練に
緊張をしめしながら、コップへちかづく、し′よって行う方式を試み、これにレクリ;堂一シ
かし､コップにふれた指は、そり､手首の関'aン療法、音楽療法、スポーツ療法､集団遊

節は堂屈して､なかなかつかめない､辛うじ:戯鏑去､感受性訓練等を多角的にくみ合せて
てつかむと、口へ近づけようとすると、首は．‘実施している。

けいれんしたエうにコブプと反対側の方へ旗これらの方法は、とくに動作のリズュ感や
廻し､手はふるえ､水はこぼれる。背を曲げ／:ルリアが前運動野症状詳撫つ脳損傷者の研
た異様な婆勢でようやく、彼女はふるえる手究で指摘した動作メロディの賦活に有効なの

でこぼしながら水をのむ。ではないかと考え､その効果も保せて検討し

この過程を分析すると、次の要因が指摘さている。
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分裂病患者のダンスセラピー
順天堂犬学武井:正子f

昭和45年12月に開設された順天堂越ケ雲として、レクリエーション療法が、本格的

谷病院は、翌44年4月から、週2回､各1にとりあげられる主うになったのは、昭和27

時間50分のレクリエーション療法を実施し¥､年頃からであるが､理論的根拠が､はっきり

ている｡その具体的内容は､体操､ｹーﾑ､"《:聴立されていないこと､評価がむずかしいご’，
フォークダンス､簡易スポーツ、コーラスな"：とをどから患者の病状にあったレクリエージ＃
どであり患者の病状から、自発性､社会性、‘/鐸ﾝのプログラムを作成することはなかなか

協調性を身につけ、注意力、表現力を高め、列困難である｡越ケ谷病院の入院患者は、他の：

生活に変化を与えるなどを目標に指導にあだ託蒲院に比較すると年令的にも若年層が多くも
って来た。わが国において,､鞘神科治療の一ざ病歴も浅いので､活発に身体をうごかし､集

。
■
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つかいかたなど、非常に初歩的であるが、グ

ループ活動本来の価値は、作品そのものより

も、活動の過程と患者の社会化("ciaユユー

座tion)にあると考える。したがって、活動

の中に出来るだけ変化をもたせ、B加皿フイル

ムを見ながら自分たちの作品について、評価

しあったり、レコード鑑賞によってイメージ

を話しあったり、出来るだけ、グループの話

しあいの機会を与えている。しかし、自閉的

傾向にある患者にグループの中で表現させる

ということは、むずかしく、常に暗中模索を

っ胃けている。注だ、はじめてから短い期間

ではあるが、との,グループの中で､･患者の態

度がどのように変化し、どのような異常行動

がみられたかなどを事例を中心に報告し、御

指導を仰ぎたい。‘

団で行なえるレクリエーションを多くとりあ

げている。女子患者は、どちらかといえば、

フォークダンス（日本民踊）を好むものが多

く、この傾向を主り創造的な活動に発展させ

たらとの意図の下に、昭和45年6月から、

創作ダンスクルーゴの活動が、開始された。

これは、週2回行なわれているが､…2ケ月で
6．

25名の患者が.これに参加している。しかし、

1日の参加者は、平均6～7名でた､かなか積

極的な参加は望めない。最近、とのうちの2

名の患者は、プレーヤーの準備や仲間をエぴ

あつめたり､‘新しく誘った．りする仕事を自発

的にやるようにたり、特に、患者K子は､

「けだるいような気持」を作品にしたいと意

欲をみせている。これまでの作品については、

イメージのとらえかた､表現の方法、空間の

シンポジアム

体 育療法一ゆさぶりー

1

、し

慶応大学中井忠男・.：

りも、まだ、世の中でいちばん無益だと思わ＃

れることをした方が良い」と、こればどのよ．：

うな特殊な活動をするかということよ{‘りは､…．:‘

ある活動に対する熱中ということの大切さを“

いっているのである。

箱神疾患の場合の多くは､まず患者の活動‘

性や自発性が問題になる。それは活動性の減j

退がそのま上症状に影響するからである。鞘

神科の体育は､ます動かない、動こうとしな

い患者を、動かすことからはじまるのである

が､､この堀合患者はかなりの抵抗をする､時

にはがんとして応じないこともある｡それは

状態像に聖るのであるが､患者と治療者との

関係がう室くないためにエる場合もある。こ

れは患者の人格を軽視し、患者はそれぞれパ

ーソナリティがあるのだというとと忘れてい

ることが原因していることもある。これらの

場合大切なことは、玄ず患者の人格を尊重す

ることである。

次は鞘神疾患の多様が問題になる。入院患

者の多くは分裂病であるが､集団行動の場合

精神科の治療法に作業療法がある。これを

歴史的に見るとその起源は紀元前1DO年、

アスク．レアピアテスが糖神病に活動療法を推.

奨したときにはじ玄り、その後活動療法、道．

徳療法、仕事療法、筋肉運動療法などいろい

ろな名称で藤ばれ､現在は作業療法と呼ばれ

るようになった。最近ではその中に体育も含

室れるようになったが、それも一般にはレク

リエーション療法として扱われているのが現

・状である。

’作業療法について秋山は次のように指摘し

ている「作業療法は教育(生活指導）レクリ
エーション、作業の三者を抱活した形態であ

る」と、これはこの療法が教育や体育との関

連を示してl公ると考えられるのである。体育

では鞘神と身体を統一体と考え、身体活動を

通して身体的にも、糖神的にも患者を．ゆさぶ

ることが出来る。とのゆさぶりは教育として

も、治療としても大きな意味をもっているの

である。具体的にいうとステルヌがいってい

るように「何にもしないで15，分間過ごすエ

）
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はみでるのはむしろ鞘神病侭箱神薄弱、性

格異常、アルコール中毒などの患者である、

この場合働きかけ方の適、不摘がとくに問題

になる。

最后にいくつかの事例をあげて見よう。

1)A子は表情が固く、話しかけても応答が

なく、1日中坐っている患者であるが､体育

には出席する。この患者が或る日かけっとを

させたところす表情がやわらかくたり、笑み

さえ浮かべて夢中でかけているのを観察した。

2)B子は治療者の指示に対して抵抗が激し

く、時には暴力をふるうことのある患者であ

る。この患者をはじめはむりやりに、強引に

出席させた、はじめはただ立っているだけで

他患と同じ行動が出来なかった、それが或る

日他患のミスしたポールが足もとに転がって

きたのを拾いあげたので､パスを試みたら応

じるエうになった｡最近では仲間に入るよう

にまでなった、しかしその日の状態像によっ

I．

スポーツと自由、

スポーツが持つ大きな特徴は、それが自由

と自律の糖神に基いて行なはれるということ

であろう。英国のパブリック・スクールは外

的権威や自然的欲望に拘束されない自律の糖

神がスポーツによって育てられることを期待

していた｡われわれがスポーツの心理的価値

を考えるとき、スポーツと自由、自律の糖神

の関係をぬきにして考えることはできないで

あろう。

．.しかし、自由な鞘神にエって作られ､運営

されたはずのスポーツ組織が、その組織がひ

とつの形にできあがってしまうと、逆にその

組織の中で行動しようとする人間の自由を箸

るし〈拘束するという自由の疎外を見いだす

のである。

このスポーツ集団における自由の疎外の典

型的な例は拓殖大学「拓忍会」のリンチ死亡

事件などに見ることができエう。その後､拓

寸■一

てはかなりの上.ﾗがあることは云うまでもな

い。

5)c子はA子ほどではないが自閉の傾向が

強い患者である、最近まではそれほど目立っ

たことはなかった、それがドリブルしている

途中で急にドリブルをやめて、ポールをもっ

たまL動かなくなった、治療者がいくら働き

かけてもがんとして動かないのである、それ．

がしばらくたって、他患が円陣を作って遊び

はじめたとき、「みん左とやらない」と寅凌

かけたら素直に入ってみんなと同じことをは

じめたのである両

以上の例が示すように患者は実に様々な行

動特徴をもっている、したがって働きかげば

1人1人の反応によって考慮されなければな

らない。体育はそのために多くの機会を提拱

出来るし、叉反応によってあらたな雲境を用

意することが出来る特徴を．もつ.ているのであ

る。

東京教育大学市村操･ー‘・

大の自治会は大学側に対する大学改革案とし

て「スポーツ・クラブへの入退部の際の自由

の保障」という、スポーツ活動における本質

的かつ基本的な自由を大学との闘争という形

で要求しなければならな．い状態になってしき

っている。との例は一つ拓殖大学にとどまら

説高校のスポーツ・クラブにも､…さらには

中学にまで見いだすことができる。今年7月
：、8

13日の墨田区第二吾嬬中学の女子バスケ．ツ

卜部の暴力事件は「退部したい」と申出た生

徒へのリンチ事件であり、拓大事件のミニチ

ュア版である。

このエうに学生スポーツの巾広い年代にま

たがるスポーツの自由の疎外はなにが原因で

あろうか｡､在た自由が疎外された童虫で活動

力継続される日本の多くのスポーツ･クラブ

の存続を可能にしているメンバーの精神的櫛

造はいったいどう．いうものなのであろうか｡

一一

』

j医



’

私には多くのスポーツ・クラブの成員が自

由や自律心を、彼らが自由とは大切なもので

すかと質潤されたとき「大切なものです」と

・口で答えるほどにはスポーツ・クラブの中で

．求めていないし、守ろうともしていないので

1はないかと思う。拓大の例に見られる服装、

言葉《．「オッス」というあいさつのしかたな

どの痛ましい左での画一は､程度の差こそあ

れ多くのクラブに見いだされるものである。

私はここに、自由を与えられたが、自からが

自分を律し、方向づけを自分に与えられない

人間の権力や画一への逃避を見ずにはいられ

-ない｡_この「自由からの逃走」の心理は自我

の放棄権力への盲従へつながっていくので

はなかろうか。､この主うな状態においては、

§権威か･らの命令は多少の暴力が伴ったとして

:も、自我を放棄した人間には自己決定に従っ

て行動を起すよりも楽なものであり、それに

‘従うことによって自分の集団帰属意識という

安心を与えてくれるものになるのである。む

:しる暴力的しごきこそがマンヒズム的な安定

感を与えていることさえあ.るのではなかろう

iか｡

i,,私は「訓練に名をかりた暴力やスポーツの

i自由の疎外」が学生のみならず児童の世界に

も入りこんできていることをさらに痛ましく
I

思うのである。教師の教室でも暴行は完全に

否定された時代はすぎつつある。今年、新宿

区立4学校で行った教師の暴行事件に､’一部

の父兄は「過保葱より玄し、愛のムチ友らか

まわ左い」と主張して教師をかばう態度を示

している｡「根性をきたえる」という言葉で

示される権威的圧力に対しで耐え忍ぶ力を善

;とし、そのための詞|朧を子供に課そうとする

父兄はその数を増しつつある。そして、その

訓練をスポーツという禍に求めて随る傾向も

強い。これは、子供のスポーツ・スクールや

キャンプに子供を参加させる父兄の期待の多

くが「きびしくしつけてもらうと同時に、体

力をつけて強くするため」というものである

～一 一－－－－毛L---÷÷一一一一 一一一一＝

ことに表はれていよう。資本という権力のも

とで、自分のためと信じ、権力に従順に尽す、

モーレツ社員の予備軍を早くも養成しようと

いうのであろう力も

自分一人でもマラソンを走りぬく、70才

の篠崎勝治さんのような人を、人間同士のふ

れ合いこそが登山の目的だというヒラリー郷

のエうな人を、ペゴリック・スクールが理想

としたスポーツと自由・自律の糖神の結合を、
日本のスポーツの中に見いだせるようにする

ためにスポーツ心理学者にできることを考え

てみたいものである。

お知らせ

5月16日の専門分科会におきまして今年

度シンポジアムテーマを『スポーツ・セラピ

イをめぐって一事例と理瞼－』とすることが

決定され、演者の人選を急いでおり食したが、

7月10日早稲田大学にてシンポジウム打ち

合わせ会がもたれ食した結果、演者と演題が

下記のようになり注した。

司会清原健司（早大）太田哲男（順大）

演者一宮茄子（川越同仁会病院）箱神

、科医療における体育的働きかけ

木村駿(群馬大）肢体不自由者の

‐動作トレーニングについて・

武井正子(順大）糖神分裂病患‘

…者のダンスセラピイ

中井忠男（慶大）体育療法一ゆさ

ぶり－（杉原）
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